
平成10年12月21目

年金数理・・………．王

年金数理（問題）

問題1．次の（1）～（8）について、それぞれ5つの選択肢から正しいものを選んで解答

　用紙の所定欄にその記号を記入せよ。　（24点）

（1）初年度の年金額がnで毎年1ずつ年金額が減少し、最終的に1となるようなn

　年変動年金の、x歳時の期切払い生命年金現価率は次のいずれか。

　　　（n＋I）M工一（∫、、r∫工十掘十1）　　　m・M工一（∫、、r∫工、”、1）　　　〃・M、一（∫工一∫、、、）
　（A）　　　　　　　　　　　　　　　　（B）　　　　　　　　　　　　　　（C）
　　　　　　　D　　　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　　　　　　D
　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

　　　（〃十1）M、一（∫工、1一∫工、皿）　　　　n・M工一（∫、一∫工、、、1）

　（D）　　　　　　　　　　　⑭）
　　　　　　　D　　　　　　　　　　　　　　　D

（2）2種類の期末払い30年確定年金（I）と（■）がある。それぞれの年金額は次のと

　おりである。

支給時期1年日～10年目　11年目～20年目　21年目～30年目
年金（I）

年金（II）

1

k 0

1

k

　これらの年金（I）および年金（■）の現価が等しいとき、kに最も近いものは次の

いずれか。ただし、o－o＝05とする。

（A）1．5　　（B）1．6　　（C）1．7　　（D）1．8　　（E）1．9

（3）Trowbr1dgeモデルにおいて財政方式を、（a）退職時年金現価積y方式、（b）加入牢

　齢方式とした場合、定常状態における積立金の算式として正しい組み合わせとな

　っているのはいずれか。ここに、戸は加入年齢方式の標準保険料である。

積立金算式（1）恥（・）身・い皿）オ1・差！・（1・ザ〕寺・久

（・）オ・・三！・（1・ザ〕・恥（・）オ・身・（1・ザ／・身・屯

（A）（a）→（I）、（b）→（皿）　（B）（a）→（II）、（b）→（皿）　（C）（a）→（I）、（b）→（］V）

（D）（a）→（n）、（b）→（W）　（E）（a）→（互）、（b）→（V）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年金数理…………2

（4）Trowbridgeモデルにおける給付現価を示した次の算式のうち、正しいものはい

　くつあるか。ただし、記号の意味は次のとおりである。

左肩添字は財政方式を表し’P→賦課方式、T→退職時年金現価積皿方式、In→加

　入時積皿方式、U→単位積エ方式である。右肩の添字は指数ではなく、被保険者

　の状態を表し：p→年金者、a→在職中の被保険者、f→将来加入が見込まれる被保

　険者である。Cは制度全体の毎年度の保険料総額、リは割引率、a＝1－oとする。

　　　　　pC－o・「C　　　　　　o・「C－o．”C　　　　　　o　　　　　　　　　　　pC＿口C

　①∫㌧　　　②y一　　　③∫∫＝一加C④∫p＋篶、＝
　　　　　　a　　　　　　　　　a　　　　　　　a　　　　　　－　　　　6

　（A）O個　（B）1個　（C）2個　（0）3個　⑭）4個

　　　　　　　　　　’
（5）極限方程式C＋一F＝Bが成立している給与比例制の年金制度において、
　　　　　　　　　1＋’

　ある年度始に一律（1。十た）倍（此＞0）の給与改定が行われ、その給与改定の効果は給

　付にも及んだ。この年度中に利回りがノ（＞1）となったため、結果として次年度始

　でも極限方程式が成立したという。このときのκとi、ノの関係は次のどれか。

　　　　　　　　　　　　　　1＋’　　　　　　　1＋ノ　　　　ノ　　　’
　（A）ノ＝’．（1＋た）　　（B）1＋κ＝一一一　　（C）1＋北＝一　　（D）一＝一（1＋κ）
　　　　　　　　　　　　　　1＋ノ　　　　　　　　　1＋’　　　　I＋ノ　　1＋’

　　　1＋ノ　1＋’
　（E）一三一（1＋北）
　　　ノ　　1

（6）ある年金制度において、’定の条件を満たした年金受給者には（α）ファンドから

　年金給付を行い、それ以外の年金受給者には当該年金受給権者の年金現価相当額

　を（β）ファンドに移して（β）ファンドから年金給付を行うものとする。成熟状態に

　到達した後における（α）ファンドの年間保険料収入をP、（α）ファンドの年金給付

　額を∫■、また（α）ファンドから（β）ファンドヘの年間の移管金総額をρ、（β）ファ

　ンドの年金給付額を∫。とするとき、（α）ファンドの積立金から（β）ファンドの積

　立金を差し引いた額は次のいずれか。ただし、δは利力である。

　　　1　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　1
㈹ア（∫1＋∫・十P＋2ρ）（B）ア（∫ズ∫〃・2g）（C）否I（∫パ∫・一P■2ρ）

　　　1　　　　　　　　　　　　　　1
（D）否’（∫ズ∫パP’2ρ）⑫）否‘（∫ズ∫・一P＋2ρ）
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（7）ある年金制度において、平準保険料一P（年1回、期切払い）を採用する代わりに、

　当初は〃＜戸を採用し、以降m年毎に一定額を増額することをn回繰り返し最終

的な保険料に到達させることとする。このとき1回あたりの増額分はどのように

　表わされるか。ただし、最終的な保険料に到達するまでの間、この被保険者集団

　は定常状態であり、年金制度としての後発債務の発生はないものとする。

　　　P－P・　　　　　　P－Pl　　　　　　p－Pl　　　　　　p－P，　　　　　　P＿Pl

㈹叶デ叶等（C）市⑭）峠⑫）叶筈

（8）ある年金制度において、ある年度に関して次のことが分かっている。この年度

　の年間標準保険料圧期切払い］はいくらか。

　・前年度末責任準備金（800）、・前年度末年金資産（250）、

　・今年度末年金資産（315）、・年金給付脚切払い1（37）

　・年間特別保険料脚切払い〕は前期末過去勤務債務の1O％、・実質利回り（5．O％）、

（A）30　　（B）32　　（C）34　　（D）36　　（E）38
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間題2．次の（1）～（3）について、空欄に当てはまる算式、選択肢記号または数値を

求め、解答用紙の所定欄に記入せよ。（32点）

（1）次の説明の空欄①～⑩には算式を、空欄①は選択肢（I）～（I皿）のいずれかの記号

を選んで埋めよ。ただし、同じ番号の付された空欄は同じ算式が入るものとする。

　最終給与比例制で、かつ、過去勤務期間を完全に通算する年金制度において、過

去勤務債務償却を定率（給与比例）による凍結方式（過去勤務債務を凍結するという意

味であり、過去勤務債務の利息相当分のみを償却する方式）とし、再計算期まで特別

保険料の変更を行わないことにした。

　制度発足後、毎年、期末に一定率の給与改定（給与改定率は予定利率iと等しいも

のとする）がある場合、n年経過後に再計算を行うものとして再計算前と再計算後の

特別保険料率の検討をした。この場合、一被保険者集団は定常人口にあり、給与改定

は予め見込一まれておらず毎年の昇給差損となるものとし、昇給差損以外の差損益は

生じないものとする。

　初期の過去勤務債務をκとする。（定常人口なので、給与改定がない場合の責任準

備金である。）制度発足後r年度の給与改定（ベア）による後発債務は、r年後の給与

改定前の責任準備金が

ロコ・僻ので…　四コ・κと表わ帆よって・償却が行われなかっ

た場合のn年度宋の過去勤務債務累積残は
　　　　　　　　”一1κ×（1＋1γ十・×Σ［重コ×κ＝［亜コ×（1＋1）…×κ　　（a）

　　　　　　　　作O
次に、特別保険料率をuとすると、凍結方式なので

u：
@［重コ×〃G。　（G。：発足時給与総額）

よって、n年度末までの償却済過去勤務債務累積額は

　　掘一1
u×Σ［二重コ×G。・・［国コxκ　　（b）

　　r；O

ゆえに、n年度末未償却残は

（・）一⑫）一匹コ・（1・1）…・卜［重コ・卜匝コ・κ

よって、見直し後における特別保険料率u’は

卜厄コ州！1［画・・。1一回W・。

すなわち、見直し後の前後において特別保険料率は①（I）見直し後の方が大きい、

（lI）見直し後の方が小さい、（I口1）見直し後も変わらない。
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（2）開放基金方式の財政方式で運営を行っている年金制度で、財政再計算の前後での

諸計数は下表のとおりとなった。この制度が財政再計算前には標準保険料率を下回

る保険料率で運営できていたとして、以下の空欄を埋めよ。’ただし、空欄①、③、

④、⑥～⑧および⑳には数値を埋め、保険料率を求める場合は小数点以下第6位を

四捨五入して5位まで求めよ。また、空欄②、⑤および⑨は表および設間中の記号

を用いた算式を埋めよ。算式に用いる記号は再計算後計数を表すものとする。

説明 記号 再計算前計数 再計算後計数

積立金 F 1350，000 1350，OOO

剰余金 R 50，OOO 未定

在職中の被保険者の将来加入員期間対応の給付現価 鴫 600，O00 610，500

在職中の被保険者の全加入員期間対応の給付現価 y 1，500，OOO 1，600，000

将来の被保険者の給付現何一 ∫∫ 1，000，000 1，050，OOO

在職中の被保険者の給与現価 G。 15，OOO，OOO 15，500，OOO

将来の被保険者の給与現価 G∫ 25，OOO，OOO 25，500，000

年金者・受給待期者等の給付現価 ∫p 350，000 370，OOO

10年償却確定年金給与現価 α一〇 ・9，OOO，000 9，OOO，O00

再計算前の標準保険料率（値）

再計算後の標準保険料率圧記号：P】（算式）

再計算後の標準保険料率（値）

再計算前の実際適用保険料率（値）

再計算後の標準保険料率で運営するとした場合の後発債務額
【記号：P皿1（算式）

再計算後の標準保険料率で運営するとした場合の後発債務額（値）

剰余金留保の場合、再計算後⑥の10年償却特別保険料率（値）

剰余金留保の場合、再計算後⑥の永久償却特別保険料率（値）

剰余金を全額取崩して掛金引下げに充当した場合の再計算後実際

保険料率（算式）

剰余金を全額取崩して掛金引下げに充当した場合の再計算後実際

保険料率（値）

［
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（3）次の①～⑫の窒欄に当てはまる適当な算式を解答用紙の所定の欄に記入せよ。た

だし、算式の解答にあたってはTrowbridgeモデルを前提として以下の記号を用い

ること

y：在職中の被保険者の給付現価、

∫P：年金受給権者の給付現価、

∫∫：将来加入が見込まれる被保険者の給付現価、

G．1在職中の被保険者の人数現価、

G∫：将来加入が見込まれる被保険者の人数現価、

リ：1ノ（1＋j）、a＝1一一U，

B：制度全体の毎年度の給付額（期切払い）、

L：在職中の被保険者の総数、

C4：総合保険料方式での第n年度の一人当たり保険料、

cC：第n年度の総合保険料方式での保険料、
　掘
C4：第n年度始の総合保険料方式での積立金

　総合保険料方式（閉鎖型）においては、毎年度適用される保険料が変動するが、定

常状態に達したときの積立金の残高が加入年齢方式のそれに等しくなることを以下

に示すこととする。

一般に、第n年度においては

国コー・瓦
。C掘：c耳・L：

　　　　　　　　回
・L　　　・（I）

が成り立つ。また、定常状態を仮定していることから、極限方程式

・4一（・孔、・c㌦、）（…）｛重コ　・（・）

が成り立つ。（ただし、給付および保険料は期切払いとする。）

（I）、（■）より。C、を消去すれば

　　　　　L・耳一（・一　）（・・、）・・生、・［重コ　　（皿）

　　　　　回
し

が得られる。ここで、右辺第1項の係数である（1 　　）（1＋i）について調べ

回
てみる。

［⑤コ＝・a（ぴ十G∫）などを用いると
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年金数理……一・7
　　　　・　　　　・［重コ
（1一　　　　　）（1＋1）＝1一　　　　　　　　　　く1

　　回　　　　仁頭
一方・明らかに［重コ・・であるから、

　　　　　　L
O＜（1一　　　　）（1＋1）＜1　であることがわかる。
　　　　　回

したがってlc4／は収束する。ここで、Rを次の条件を満たす値とする。

　　　　　L
・一（・一 @）（・十・）・・回　　（・）
　　　　回
この式をRについて解くと次のとおりとなる。

　　回・・一匹コ
R＝
　　　　回

（皿）式から（w）式を差し引くと

　　　　　　　　　　　L
（c4－R）＝（1一　　）（1＋・）（・凡．、一R）

　　　　　　　　　回

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L
したがって、数列1c何一Rlは公比（1川　　　）（1＋1）の等比数列であり0
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回

に収束する。

このことから、数列｛c4｝はRに収束することがわかる。

c九二R

この極限値である・は回一・（∫血・∫1・∫／）などを用いて

・一月一
�Eびと表わすことができ、回は加入年齢方式の保険料率

であるから　c瓦＝R＝（y＋∫’）一塩戸・ぴ＝ヤ

したがって、総合保険料方式の積立金は加入年齢方式の責任準備金に収束すること

が確認できた。
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間題3．定額制の保険料は年1回期切払いで、定年退職者に年額1の期切払い終身

年金を支給する年金制度がある。財政方式は加入年齢方式とし、現時点で年金受給

者は発生していない状態である。この制度に関して、以下の間に答えよ。（20点）

（1）加入年齢をx。歳とした場合の標準保険料率久を、定年年齢における年金現価率

および計算基数を用いて表わせ。ただし、定年年齢はx、歳とする。

（2）計算基礎率のうち、脱退率のみを洗い替える財政再計算を行ったところ、再計算

前後の脱退率に基づく脱退残存表の加入者数に以下の関係があった。

　久＝㌔、㌦＝へ一生・（x一九）、Bレ㌔一Bポ（π一孔）　ここに、Aは再計算後、

　Bは再計算前の計数を表わすものとし、年およびBκは定数で、㌦＞Bκ＞0であ

　る。

　．4くγくへのyについてり、／BD、は単調減少の関数であるごとを示せ。

（3）再計算前後の加入年齢方式の標準保険料率λ㌦㌣の大小を論せよ。
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間題4、以下の（1）、（2）に答えよ。ただし、（2）②（■）のグラフについては所定の解答

　用紙に記入せよ、　（24点）

（1）期初時点の人数が、期初時点の満年齢エ（x。≦xくω）に対して

　’、二’。xλ工　（0くλく1）で与えられる定常状態の集団について、次のような退職

　一時金制度を導入するものとする。

　・制度の対象者：制度導入時の従業員（エ。≦x＜x、の者。x、は定年年齢）および将来

　　　　　　　　　の従業員

　・給付の内容：各年度の期初時点に満x歳の従業員が、その期に退職によって制

　　　　　　　　度から脱退した場合、期末に（x－x。十1）の一時金を支給する。

　　　　　　：期の途中にx、歳に到達した場合、期末に（x、＿x。）の一時金を支給する。

　　Yをπ。で入社した者の退職一時金の支給額とする。

　①nを整数とした場合、退職一時金がnである確率P（γ二〃）を求め、この確率

　　を合計することにより、ΣP（γ＝・）＝1を示も

　②退職一時金の期待値E（Y）を求めよ。

（2）（1）と同じ集団に、次のような退職年金制度を導入するものとする。

　・制度の対象者：制度導入時の従業員、退職者および将来の従業員

　・給付の内容：定年退職者（定常状態におけるx≧x、の者）に対して毎期初に1ずつ

　　　　　　　の退職年金を支給する。なお、制度設立時の過去勤務期間は全て通

　　　　　　　算するものとする。

　・保険料の内容：財政方式は賦課方式とし、期初現在の従業貴（x。≦xくエ、の者）

　　　　　　　　一人当たり一定額を保険料と’して支払う

　①加入員一人当たりの保険料汽を求めよ。

　②ある年度から新規の従業員数が（1イ）。’。に減少し、その後は（1一た）・’。人の

　　まま推移した。ここに、κは0＜κく1の定数であり、脱退率等に変化はない

　　ものとして、（I）、（■）に答えよ。

　　（I）新規従業員が減少した最初の年度を第1年度とした場合、第n年度の加入

　　　員数z胴および年金支給額B堀を求めよ。

　　（■）横軸を年度とし、各年度の一人当たりの保険料額を折れ線グラフで示せ。

　　　ただし、グラフは、保険料額の増減、最大値、最小値とその年度が分かる程

　　　度でよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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年金数理（解答例）

問題1．

番号

記号

（1）

（B）

（2）

（D）

（3）

（B）

（4）

（E）

（5）

（D）

（6）

（E）

（7）

（A）

（8）

（B）

解答は上記であり、解説は以下のとおり。

　　　　　　蜆一1
（1）（肋）工＝、■＝Σ（〃一。）・o㌧、ρ、

　　　　　　一〇

　　　　　　　　　　掘一1　　　　　　　　掘一1
　　　　　　一（〃斗1）・Σじ’・、ρ五一Σ（c＋1）・of・、ρ工

　　　　　　　　　　110　　　　　　　　f＝C

　　　　　　・（・斗1）・α工＝πI一（”）ユニ、■

　　　　　　　　　　ハ7　一フV　　　　∫　一∫　　　一〃・M
　　　　　　＝（n＋1）　五　　舳一　エ　　エ十m　　　舳
　　　　　　　　　　　　D　　　　　　　　D
　　　　　　　　　　　　工　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尤

　　　　　　（〃斗1）・M工一∫工十∫工、”一・v工、、

　　　　　　　　　　　　D比

　　　　　　m・M工一（∫工十1一∫五十腕、1）

　　　　　　＝　　　　　　　　　　　　　したがって（B）が正しい。
　　　　　　　　　　　D工

（2）題意よりα何十〇10・α両1＝ん．（α苅’＿olo、αT0■）

　　　　　　　　　　l0　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　10　　　　　　　α百。一十〇’oT0－　　　1－o　　　1－o
　　　　　κ＝、．．一。1・．、．．　0羽＝パα万1＝ゴに
　　　　　　　301　　　　　101

　　　　　010＝0．5を代入し

　　　　　　　／1一（05）31・α5・（1－0．5）1，125

　　　　　κ＝　　　　　　　　　　　　二　　　＝18
　　　　　　　／1一（05）31一α5・（1一α5）α625

　　　　　したがって（D）が正しい。

（3）Trowbridgeモデルにおける退職時年金現価積立方式の積立金はx、

　歳の者を除く年金受給権者の給付現価となるから

　　　　　　　　　　　　ω
　　「F＝∫L7、・δ斗＝Σz工・δ元であり、加入年齢方式の場合の積立

　　　　　　　　　　　兀＝北。斗1
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金は年金受給権者の給付現価∫ρと在職中の被保険者に対する積立

金1合計値！／111年・
掾E・久・芝／・・ξ／・（1・ザ／

　　となる。

　　したがって、正解は（a）→（I）、（b）→（皿）の組み合わせである（B）となる。

（4）教科書P66の各氏より、①は（3－43）式、②は（3－45）式、③は（3－46）

　　式、④は（3－46）式次行の写式からそれぞれ正しい。したがって、正

　　しい算式は4個であり（E）が正しい。

（5）題意より｛F＋（1＋κ）・（C－3）｝・（1一←ノ）＝Fが成立し、極限方程式と

　　連立させ、C，3を消去しFを約分すると（D）式となる。したがって（D）

　　が正しい。

（6）成熟状態に達していることから（α）、（β）ファンドの積立金は次のとお

　　りとなる。

　　　　1　　　　　　　　　　1
　　4・言’（∫1＋9－P）・り＝言．（∫・一ρ）したがって・＾■りは

　　1
　　一・（∫ノー∫B－P＋2g）となり（E）が正しい。
　　δ

（7）平準保険料Pの無限級数と逓増保険料の無限級数が等しいと考える

　　　　1　　　　1
　とP一がP’　　と1回あたり増額分保険料（△Pとする）の級数
　　　1一じ　　　1－o

　　　o”　1－o㎜用　　　　　　　　　　　　　　　戸＿Pl
　△∫・　　　　　㎜の合計に等しいので、△P＝　　　　刷固となり、
　　　1－o　1－o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○刷・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1－o伽

　（A）が正しい。

（8）ある年度の年間標準保険料をPとすると、その年度の資金収支は

／250・（800－250）・α1・P－37／・L05・315となる。これをP

　について解くとP業32となるので（B）が正しい。
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問題2． （1）教科書P240～241より

番号 算　式

①
（1＋1）「一’

②
（1＋j）『・（1＋1）掘一’一『

③
／1＋（・十1）・j／

④ ゴ

⑤ （1＋1γ・（1＋j）”■「

⑥
プ・・（1＋j）月一’

⑦ （1＋j）祀

⑧ か（1＋1）”

⑨ （1＋j）月

⑩ a

⑪ （皿）

（2）教科書P195～196と一同趣旨間題

番号 値または算式

①（値） O．04000

②（算式） （∫島十∫∫）／（G。十G∫）

③（値） O．04050

④（値） O．03875

⑤（算式） （y＋∫ゾ十∫ρ）一P・（Go＋G∫）一F

⑥（値） 9，500

⑦（値） O．00106

⑧（値） 0．00023

⑨（算式） P＋（P∫L一沢）／（G。十G／）

⑩（値） 0．03951

なお、設間中で解答を求めていない計数（①、④、⑦、⑧）の算式
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　　　　は次のとおりである。

　　　①再計算前計数を用いて②の算式にあてはめたもの。

　　　　　∫血十∫∫十∫ρ一（F－R）
　　　④＝　　　　　　　　　　を再計算前の計数で計算したもの
　　　　　　　　　ぴ十G∫

　　　⑦＝P∫Z÷9，000，000

　　　⑧＝P∫Z÷（ぴ十G∫）

問題2．（3）教科書P77～79

番号 算式

① ∫ρ十y

② G。

③ （1＋1）・3

④
／（∫1・y）／（ぴ／・）一外（1・1）

⑤ z

⑥ G∫

⑦ G口

⑧ ∫ρ十∫o

⑨ 3・G口

⑪ a．G∫

⑪ 3

⑫ ∫∫／G∫

問題3教科書P151～153参照
　　　　D　・δ
　　　　　エ　　　　　エ（1）尺一工三1　『

　　　　ΣD，

　　　　y三元宮

（・）㌦、／・トヘ／・…ゲV㌧・／月い・（・一孔）／／／Bい・（・一札）／
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勺　　勿
したがって・・→州（1・・）のとき1．y一・。州の符号を調ベ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツ　　　　　γ十f
　ればよい。㌦＝Bた十〇　（Cは正の定数）とし、与式を通分すると、分

　子は3・o・勺　となり正である。ゆえに、与式は単調減少である。
　　　　　　工‘

（3）再計算前後の加入年齢方式の標準保険料率の比は（1）より

　　　　　　　　　　元。一1
　　　　　　　勿　ΣBD。　　　勿

〃㌣一示着　であり・寸は（・）より単調減少のため・
　　　　　　　　　与Σ勿、　　　y

　　　　　　　　　　y土元直
　　　　　工。一1

勺　Σ勺、

1デく着　が成り立つ〃に・与式・1となパヘ・㌣で
　　斗ΣBD，
　　　　　y三工｛

ある。

問題4（1）①n≦Oのとき、P（n）＝0

　1≦n≦x－x－1のとき
　　　　　r　　　　　　豊

。（、）＝㌦＝い■㌧、Z・パーI・ガ、炉．。
　　　　7王　　　　　’工　　　　　　　ZO・λ‘

n＞x、一x、のときP（〃）＝0　また、

工　一エ　　　　　　　　　　エ　凹工　一1

Σp（n）＝Σ（λ”一’一λ”）十λ巧一㌔■’一（1一λ）十（λ一λ2）十……十λみ一札一’一1

蜆＝1　　　　　　　〃＝1

　　　　　工。■抑
②万（γ）一Σ・・（λ冊’1一λ”）十（・、一・目）・炉一㌔一’

　　　　　〃上1

二（1一λ）十2・（λ一λ2）十…・（・、一・、一1）・（λ以■2一λ外一札一1）・（・、一・里）・λい・一’

　　　　　　　　　　　　1一λ工・一工・
　工1＋λ十　　　十λ工・一工・一1＿

　　　　　　　　　　　　　1一λ
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　　　　ω一1　　　　Σ7元　z。λ科1’λω一斗

（・）①汽・1＝1…・　1川λ一
　　　　・　　　　　　　　　1一λ杵一工・
　　　　ΣZ工7・λ兀昌　1川λ

　　　　工＝工‘

λ工」λω

λ工1一λ工・

　　　　　　　　　　　孔十作1　　　　　　　　工。一1
②（I）（1≦・＜・、一x僅）のときz、＝Σ（1一κ）・z。・λ工■工・十Σz。・ガ

　　　　　　　　　　　エーエ　　　　　　　　　　　　　　　　エ＝元十π

　　　　　　　　工。一1
（n≧x、一兀、）のときz掘一Σ（1一κ）・z。・λH・

　　　　　　　　　　　　　　　ω一I年金支給額については（1≦・＜x、一γ。）のとき3”＝Σz。・λエ

　　　　　　　　　　工さ十閉一1　　　　　　　　　ω一1
（γ、一x、＜・＜ω一・控）のとき3”一Σ（1イ）・z。・λH・十Σz。・λエ

　　　　　　　　　　エ＝エ　　　　　　　　　　　　　　　エ＝工十冊

　　　　　　　ω一1（・≧ω一x侶）のとき3”＝Σ（1一ん）・z。・λH白

　　　　　　　工i工r
（1I）下図のとおり。

1

人
1一κ

た

保

険

料

　　　　x－x年度→　　・　1
ω’ E
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